
            

議
会
は
閉
会
中
の
調
査
活
動
が
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
去
る
３
月
22
日

の
議
会
定
例
会
に
お
い
て
調
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
公
設
民
営
化
に
伴

う
白
石
市
外
二
町
組
合
解
散
に
向
け

た
現
状
や
公
立
綜
合
病
院
と
し
て
の

実
態
調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

   

令
和
３
年
10
月
に
一
市
二
町
正
副

管
理
者
間
に
お
い
て
、
令
和
5
年
３

月
末
日
を
も
っ
て
白
石
市
外
二
町
組

合
を
解
散
し
、
山
田
管
理
者
（
白
石
市

長
）
が
選
挙
公
約
と
し
て
掲
げ
た
公
設

民
営
化
実
現
の
た
め
、
市
役
所
内
に
市

立
病
院
開
設
に
向
け
た
準
備
室
を
設

置
す
る
こ
と
を
明
言
。 

       

 

令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
で
医
師

13
名
（
正
規
９
名
、
任
期
付
医
師
４

名
）
、
医
療
技
師
67
名
（
正
職
63
名
、

任
期
付
３
名
、
会
計
年
度
職
員
１
名
）
、

看
護
師
109
名
（
正
職
１０４
名
、
任
期
付

５
名
）
、
事
務
職
員
29
名
（
正
職
２０
名
、

任
期
付
８
名
、
派
遣
１
名
）
、
入
院
ベ
ッ

ド
１９９
床
中
の
使
用
率
41.5
％
と
、
近
隣

で
は
高
畠
病
院
と
同
程
度
と
な
っ
て

い
る
。 

 

そ
の
後
、
白
石
市
か
ら
白
石
市
外
二

町
組
合
の
解
散
に
関
す
る
覚
書
（
案
）

策
定
に
向
け
た
10
項
目
が
示
さ
れ
、

一
時
借
入
金
の
三
等
分
負
担
や
解
散

前
に
指
定
管
理
制
度
導
入
を
可
能
と

す
る
条
例
改
正
へ
の
協
力
な
ど
、
一
市

二
町
間
に
大
き
な
相
違
が
生
じ
正
副

管
理
者
間
で
の
協
議
が
停
滞
。 

し
か
し
、
白
石
市
が
三
等
分
負
担
を

撤
回
し
協
議
が
再
開
さ
れ
た
。 

  

令
和
４
年
６
月
現
在
の
公
立
刈
田

綜
合
病
院
の
負
債
総
額
は
、
病
院
移
設

時
の
起
債
残
額
が
約
54
億
４
千
万
円
、

コ
ロ
ナ
特
別
減
収
対
策
債
が
約
21
億

３
千
万
円
、
一
市
二
町
か
ら
の
借
入
金

約
６
億
円
、
解
散
に
伴
う
職
員
の
分
限

解
雇
退
職
金
に
約
４
億
円
（
推
定
）
の

合
計
で
約
85
億
７
千
万
円
と
な
る
。 

   

綜
合
病
院
と
し
て
の
機
能
が
薄
れ

て
い
く
中
で
、
更
な
る
病
院
機
能
低
下

や
医
療
機
関
と
し
て
の
空
白
を
起
こ

さ
せ
な
い
た
め
、
副
管
理
者
（
村
上
蔵

王
町
長
・
小
関
七
ヶ
宿
町
長
）
か
ら
白

石
市
外
二
町
組
合
の
解
散
に
関
す
る

合
意
書
を
山
田
管
理
者
に
示
し
、
指
定

管
理
者
を
公
募
で
き
る
条
例
改
正
案

に
同
意
す
る
こ
と
で
合
意
。 

去
る
７
月
25
日
に
非
公
開
の
議
会

全
員
協
議
会
で
小
関
町
長
よ
り
詳
細

な
説
明
を
受
け
、
各
議
員
か
ら
は
不
安

視
す
る
意
見
も
多
く
出
さ
れ
た
が
、
圏

域
住
民
の
命
の
尊
厳
や
住
民
の
た
め

の
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
、

条
例
改
正
案
の
全
員
賛
成
を
確
認
。 

こ
う
し
た
病
院
の
負
債
状
況
か
ら
、

白
石
市
で
は
一
市
二
町
組
合
を
解
散

し
白
石
市
単
独
で
市
立
病
院
を
運
営

す
る
こ
と
は
困
難
と
い
う
見
方
が
市

議
会
の
中
で
も
強
ま
っ
て
い
る
。 

し
か
し
、
山
田
管
理
者
（
白
石
市
長
）

は
正
副
管
理
者
間
で
「
公
設
民
営
化
は

選
挙
公
約
で
あ
る
」
と
し
て
白
石
市
外

二
町
組
合
解
散
へ
の
強
硬
な
姿
勢
を

変
え
る
こ
と
は
な
い
。 

   

こ
の
度
の
「
白
石
市
外
二
町
組
合
病

院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
46
年
条
例
第
２
号
）
」
の
一
部
改
正

案
に
対
し
、
七
ヶ
宿
町
議
会
は
病
院
の

持
つ
重
要
性
を
優
先
す
る
視
点
か
ら

議
案
賛
成
の
立
場
を
と
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
基
本
的
に
は
厚
生
労
働
省

や
宮
城
県
、
大
学
病
院
か
ら
示
さ
れ
た

公
設
公
営
に
よ
る
「
仙
南
地
域
医
療
連

携
構
想
」
が
適
切
な
病
院
運
営
の
形
態

で
あ
る
姿
勢
を
否
定
し
た
訳
で
は
な

く
、
今
後
は
白
石
市
に
結
果
責
任
を
他

に
転
嫁
す
る
こ
と
な
く
、
正
副
管
理
者

の
合
意
内
容
に
対
す
る
政
治
責
任
と

圏
域
住
民
が
求
め
る
市
立
病
院
の
経

営
を
強
く
求
め
た
も
の
で
す
。 

し
ち
か
し
ゅ
く

議
会
だ
よ
り 
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